
The University of Tokushima (2011)〉 Faculty of Engineering〉 Electrical and Electronic Engineering (Day Course) [⇒Japanese]

Programming Exercise (I) 1 unit (required selection (B))

Tian Song ·Associate Professor / Intelligent Networks and Computer Sciences, Department of Electrical and Electronic Engineering

Target〉 プログラミング言語 C(以下，C言語)を用いたコンピュータプログラミ
ングについて講義し，演習を行うことで，コンピュータにおけるプログラミ
ングの考え方を理解させるとともに C言語プログラムの読解力および基本的
なプログラム作成技法を習得させる．

Outline〉 多様な目的を果たすためにコンピュータを用いるには，プログラミン
グの知識は技術者にとって欠くことのできない要素である．本演習では，代
表的な手続き型プログラミング言語の一つである C言語について，プログラ
ム開発ツールの使い方を習得させた後，(1)基本的なデータ入出力，(2)条件分
岐処理，(3)繰り返し処理，(4)配列を利用するプログラムについて講述し実習
を行なう．

Keyword〉 programming language C, programming form, operator, control
structure, array

Fundamental Lecture〉 “Computer Exercise”(1.0)

Relational Lecture〉 “Programming Exercise (II)”(0.5)

Requirement〉 「コンピュータ入門」を履修していること．
Notice〉 毎週の演習では，前半を講義，後半を実習形式で行う．実習で作成した
プログラムは以降の演習に利用するため，実習で科されたプログラムは必ず
次の演習時間までに完成させておくこと．

Goal〉
1. C言語の文法を理解する．
2. C言語プログラムの読解力を習得する．
3. C言語プログラミング手法を習得する．

Schedule〉
1. Basic commands of UNIX
2. Operations on programming environments
3. Programming formula of C-language
4. Data types
5. Operators
6. Input/output function (scanf, printf)
7. Sring and I/O functions
8. Condtioned branch (if statement)
9. Multi-directional branch (switch statement)

10. Iterations (for statement)

11. Iterations (while statement)
12. Iterations (continue, break statement)
13. Array (1-dimension)
14. Array (2-dimensions)
15. Examination (evaluation of target 1,2,3)
16. Return the examination scripts and commentary

Evaluation Criteria〉 到達目標の 3項目が各々達成されているかを試験 70%，平
常点 (実習レポートなど)30%とし，3項目平均で 60%以上あれば合格とする．
ただし，C言語プログラミング経験者に関しては試験の比率を 100%として評
価を行なうことがある．

Relation to Goal〉 (C)工学基礎 30%，(D)[主目標]専門基礎 70%
Textbook〉 講義の最初に配布するプリントを使用する．
Reference〉 阿曽弘具ほか 共著「UNIXと C」(近代科学社)
Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=216374
Student〉 Able to be taken by only specified class(es)
Contact〉
⇒ Song (E D-4, +81-88-656-7484, tiansong@ee.tokushima-u.ac.jp) Mail

Note〉
�卒業研究，大学院での研究ではコンピュータプログラミングができることが
前提となっていることが多い上に，電気電子工学科卒業生としてコンピュー
タプログラミングが行える能力を身につけているのが当り前となっている．
必ず受講してプログラミング能力を身につけること．
�授業を受ける際には，2時間の授業時間毎に 1時間の予習・復習をしたうえ
で授業を受けることが，授業の理解と単位取得のために必要である．
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